
東京都内エスカレーター事故調査報告書（概要）

社会資本整備審議会 昇降機等事故調査部会
事 故 の 概 要

【事故の概要】
○発 生 日 時 ： 平成２０年８月３日 １０時ごろ
○発 生 場 所 ： 東京都江東区東京国際展示場

事 故 の 概 要

駆動くさり安全装置
駆動くさり○発 場 所 東京都江東区東京国際展示場

○事 故 概 要 ： 地上１階から４階直通の上りエスカレータ
ーが、乗客が乗った状態で逆走し、乗客
約５０名が転倒、１０名が負傷した。

【エスカレーターの概要】【エスカレーターの概要】
（１）製造者：日本オーチス・エレベータ（株）
（２）保守業者：日本オーチス・エレベータ（株）
（３）踏段幅：１，０１２ｍｍ
（４）定格速度：３０ｍ／分

駆動くさり

（４）定格速度：３０ｍ／分
（５）勾配：３０度
（６）揚程：１５．８ｍ（１階～４階直通）
（７）踏段数：８４段（傾斜部７８段、水平部各３段)
（８）確認済証交付：平成６年１０月２１日

踏段くさり安全装置

（８）確認済証交付：平成６年１０月２１日
（９）検査済証交付：平成７年９月１８日

【調査の概要】
平成２０年 ８月 ５日 建築分科会建築物等事故・災害対策部会委員により事故機の調査を実施
平成 年 月 昇降機等事故調査部会委員及び国土交通省職員により メ カ （兼 保守会社） ある 本オ

エスカレーターの構造

踏段くさり

平成２３年 ５月１２日 昇降機等事故調査部会委員及び国土交通省職員により、メーカー（兼･保守会社）である日本オー
チス・エレベータ(株) （以下、「オーチス社」という｡）に対してヒアリングを実施

平成２３年 ６月 ３日 昇降機等事故調査部会委員により、オーチス社芝山工場に保管されている、事故機の駆動装置の
実機調査を実施

そ 他 昇降機等事故調査部会委員による キ グ 開催 キ グ委員 国土交通省職員による資料調査を実施その他、昇降機等事故調査部会委員によるワーキングの開催、ワーキング委員、国土交通省職員による資料調査を実施。
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【エスカレーターに関する情報及び分析】

事実情報と分析

○乗り込み人数に は 積載荷重をやや上回る程度 あ たと考えられる○乗り込み人数については、積載荷重をやや上回る程度であったと考えられる。

○駆動機を取り付けている可動ベッドの減速機側が、踏段方向に約４０ｍｍずれ、くさりが大きく弛むことにより、くさりと駆
動スプロケットのかかり合いが弱くなっていたものと推定される。

〇ハンドレールの速度低下が生じた場合、安全装置が働きモーターを停止し、ブレーキが作動する構造となっている。

○駆動くさり は全周 わたり傷があり プ ケ 歯先も欠損 た とから 駆動くさりは プ ケ 乗○駆動くさりには全周にわたり傷があり、スプロケットの歯先も欠損していた。このことから、駆動くさりはスプロケットに乗
り上げ滑っていた可能性が考えられる。

○事故機のブレーキでは、踏段が逆走方向に動き出していた場合、積載荷重をやや上回る程度の乗り込み人員のエスカ
レーターを制動できないと推定される。

〇駆動装置の固定ボルト等の安全率が他社の半分にも満たない低い数値であ た〇駆動装置の固定ボルト等の安全率が他社の半分にも満たない低い数値であった。

【可動ベッドのずれに関する情報及び分析】

○固定ボルトの支持力○固定ボルトの支持力

固定ボルトをはじめ、複数のボルトが緩んでいたこと、また締
め付け時にトルク管理が行われていないことから、固定ボルト
による水平方向の保持力が大きく減少していたため可動ベッド
がずれたものと考えられる。がずれたものと考えられる。

○押しボルトの耐力

可動ベッドの位置を調整する「押しボルト」のねじ山が破損し
ていた。これは取り付け部分の板厚が薄く、ねじ山では応力を
負担できなか たこと等によるものと考えられる負担できなかったこと等によるものと考えられる。

○ガイドプレートの状況

モーター側ガイドプレートは、適切に溶接された状態ではなく、
可動ベッドが回転したとき、それを押さえる力を期待できる状
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態になかったと考えられる。



原 因

○エスカレーターの逆走は、
①上昇中の踏段が減速し 安全装置が作動した①上昇中の踏段が減速し、安全装置が作動した
②モーターの停止と同時にブレーキが作動したものの、制動できなかった
ことにより生じたものと推定される。

〇上昇中の踏段が減速したのは、
①駆動くさりがスプロケットに乗り上げ滑る状況が生じ、
②さらにスプロケットの歯が欠損する等の状況を経て、
踏段くさりにモーターの回転力が十分に伝わらなかったことによるものと考えられる。

○モーター停止後ブレーキにより制動できなかったのは、駆動くさりが大きく弛んだことにより、○モ タ 停止後ブレ キにより制動できなかったのは、駆動くさりが大きく弛んだことにより、
・駆動くさりとスプロケットとのかみ合い不良となり、駆動くさりの滑り等によりスプロケットに不規則な動きが生じていたこと
・ブレーキの制動力が積載荷重に対し十分な安全率が確保されていなかったこと
等からブレーキの動摩擦トルクではそれを支えきれなかったものと考えられる。

○駆動くさりが大きく弛んだのは○駆動くさりが大きく弛んだのは、
・固定ベッドと可動ベッドを固定するためボルトの緩み
・可動ベッドの回転を抑えるガイドプレートの溶接不良
・設計時の安全率に関する配慮不足
により 乗り込み人員の荷重で押しボルト等が破損して可動ベッドがずれたことによるものと考えられる

意 見

○駆動装置の固定

により、乗り込み人員の荷重で押しボルト等が破損して可動ベッドがずれたことによるものと考えられる。

○駆動装置の固定

国土交通省は、駆動装置の固定に必要とされる強度について、設置時及び点検時に適切な確認がされる方策につい
て検討を行うこと。な確認がされる方策について検討を行うこと。

○制動力について
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国土交通省は、既設エスカレーターの制動力について、技術的な検討を行い、安全確保のために必要な方法を検討
すること。


